
公共交通に関する取組について

熊本地域公共交通網形成計画の見直しについて

２. 計画見直しの内容

〇 熊本地域公共交通網形成計画は、まちづくりと一体となり将来に亘り、持続可能で利便性の高い公共交通網を形成するもの
としてH28年3月に策定。

〇 本年度は、計画期間の中間年度であり、見直し時期にあたることから、必要な時点修正等を行うとともに「新型コロナ危機
を契機に生じた変化」や「関連法の改正」、「新たなテクノロジーの進展」などの社会情勢の変化を踏まえた見直しを実施。

〇 また、「地域公共交通活性化再生法」の改正に伴い「地域公共交通計画」の策定が努力義務化。

１. 計画見直しの背景と目的
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見直しのポイント

ポイント１

ベストミックスによる
都市交通体系の最適化

ポイント３

新技術（AI、ICT等）
の積極的活用

ポイント２

法改正に伴う新たな施策
の積極的活用

ポイント４

新型コロナ関連への対応

資料５



３. 共同経営に関する取組状況

熊本の公共交通ネットワークにおいてバス交通が担うべき
役割（＝あるべきバス路線網）を将来にわたり維持し、か
つその利便性・生産性を最大限向上させ、会社間の垣根を
越えた路線再編等の取組を実施するため、2020年4月に都
市バスに「共同経営準備室」を設置。※独禁法特例法:11
月27日施行

【事業１】重複区間の最適化に伴う共同経営計画（第1版）の策定

【事業２】路線バスのデータ公表（11月13日第１弾公表済）

【事業３】バス利用促進につながる新サービスの導入検討

■今年度の主な事業

ＭａａＳ等の新たなモビリティサービスの展開を見据えて、
各公共交通機関における電子予約や電子決済、ＩＣＴを活か
した情報提供や乗継検索などの検討・導入に取り組みます。

※MaaS（マース：Mobility as a Service）とは、地域住民や旅行者一人一人の
トリップ単位での移動ニーズに対応して、複数の公共交通やそれ以外の移動サー
ビスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行うサービス

▲国土交通省HPより▲Maas化の推進
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4. 公共交通のシームレス化の検討（Maas等）

5.今後のスケジュール（案）
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